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スマートフォンでも日本語学習

２級と３級、それぞれ月額３００円で提供

NEWS NTTLS の「Manavino（マナビノ）」で
日本語検定ドリル

スマートフォンを使っていつでもどこでも気軽に日本語力を
磨こう――。
　日本語検定委員会は10月31日から、NTTラーニングシステ
ムズ株式会社（NTTLS）が同日付けでサービス開始した「Ma
navino（マナビノ）」で、ドリル形式の新たなコンテンツ提供
を始めました。
　　　Manavinoは、新たな学びのスタイルを創造すること
　　を狙いとした総合学習情報提供のプラットフォーム。
　　急速に普及しているスマートフォンやタブレット端末、
　　パソコンなどにさまざまな「学び」に関する情報を提供
　　するものです。
　　
　　　通勤・通学時や休憩時などのちょっとしたすき間時間
　　などを利用して、ユーザーがいつでもどこでも、ワンコイ

　

　日本語検定委員会は、デジタル市場への本格的展開の足がかりとなるものとしてManavi
noに参加することを決め、2種類の日本語検定ドリルを提供しています。
　日本語検定の2級（大学生～社会人レベル）と3級（高校生～社会人レベル）のドリルの2種
類です。いずれも平成２１年度の春と秋に行われた2回分の過去問題と日本語検定試験が扱
う「敬語」や「文法」、「語彙」、「表記」、「言葉の意味」、「漢字」の6領域の練習問題で構成され、問
題数は2級が596問、3級が568問とタップリあります。
　料金は月額300円（税込み）と低料金。操作は簡単で、反復学習なども出来、個人受検者への
日本語検定に対するさらなる認知度アップを期待しています。
　NTTLSでは「日本語検定の2級、3級は、メインターゲットである社会人初心者にとって正しい
言葉遣いを学ぶのによい資格であると考えました」と話しています。

　
ン（月額500円以下）という低料金で手軽に利用出来るのが最大の特色です。スタート時は出
版社や教育教材会社などから提供される資格・検定、語学、ビジネスなどのドリルや動画、オ
ンラインスクールの約100のコンテンツを提供。年度内には、大学受験対策用のコンテンツ
などを加えて約300コンテンツを目指す計画です。
　ユーザーが自らの学習履歴も知ることができる機能などもあり、今年度内の有料ユーザ
ーを20万人、来年度末で50万人と見込んでいます。


